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リコーンパテが硬化後,上 顎大臼歯の中央溝 を近
遠心方向で,咬 合平面に対 して直角方向に切断 し,
頬側 と舌側 に分離 した。それぞれの重量を秤量 し,
全重量に対する頬側の割合 を頬側溢出率,舌 側の
割合 を舌側溢出率 として算出した。






合 を算 出 した。 その結果,10meshでは頬側 が
62.0±12.3%,咬合 面 と舌 側 が53.6±6.2%,
16meshでは頬側が22.0±7.5%,咬合面 と舌側が
18.9±2.5%と,頬側か ら回収 された粉砕粒子の
方 が大 き な割 合 を示 した。 そ れ に対 して,
20meshでは頬側 が3.4±1.5%,咬合面 と舌側 が
4.3±2.2%,119meshでは頬側が12.5±5.9%,咬
合面 と舌側が23.2±3.5%と,咬合面 と舌側か ら
回収 された粉砕粒子の方が大 きな値 を示 した。 こ
の ことか ら,咬合面 と舌側に貯留する粉砕粒子は
頬側 よりも が咀嚼進行 していることが示 された。
　咬合面形態の違いによる頬側および舌側への溢
出率 を検 討 した結果,頬 側への溢 出率 はLOが
35.9±1.8%,FBOが21.1±1.8%と,　LOが有 意
に大 きな値 を示 した。 これに対 して,舌 側への溢
出 率 はLOが64.1±1.4%,　FBOが72.9±1.8%と,
FBOが有意 に大 きな値 を示 した。 この結果か ら,
FBOは舌側への溢 出率が高 く,咀 嚼 と食塊形成
にはLOよりも有利であることが推測 された。
　本論文 に対す る審査委員会は平成23年12月27
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　 ヒ トの咀嚼 行動では,口 腔に取 り込んだ食物 を
咬断,粉 砕,臼 磨 し,唾液 と混和することにより
嚥下可能な食塊 を形成する。特 に,舌側に貯留 し
た粉砕粒子の粒度は咀p能 率や食塊形成に関与す










　咀嚼に伴 う舌側貯留率 を調べるため,健 常歯列




収 し た 粉 砕 粒 子 を10,16,20meshおよ び
119meshの篩 と篩振動機 を用いて篩 分け し,秤
量 した。全回収量 に対す る口腔前庭か らの回収量
の割合 を頬側貯留率,咬 合面と固有 口腔からの回
収量の割合 を舌側貯留率 として算出した。
　次に,フ ルバ ランス ド・オクルージョンと頬側
咬合面間隙 を1mmと した リンガライズ ド・オク
ルージ ョンをもつ全部床義歯を製作 し,試験食品
の頬側 と舌側への溢出率を追究 した。全部床義歯
を万能試験機 に設置 し,試 験食品 として30×6
×2mmに 成形 したシ リコーンパテを試作 した治
具で固定 し,ク ロスヘッ ドスピー ド1.0mm/sec
にて咬合 させ,硬 化するまで4分 間保持 した。シ
